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□あいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 二酸化炭素排出量の削減

２ ． 廃棄物排出量の削減

３ ． 水使用量の削減

４ ． コピー用紙消費量の削減

５ ． グリーン購入の推進

６ ． 環境に配慮した計画設計の提案

７ ． 社員の働く環境の改善の推進

８ ． 環境方針を全従業員に周知徹底し、環境経営レポートにより公表する

９ ． 環境法規制や社会的規範の遵守

10 ． 会社周辺の清掃活動を推進

これらについて環境経営目標、環境経営活動計画を定め、定期的に見直しを行い、

継続的改善に努めます。

この環境方針を全ての従業員に周知します。

光設計株式会社

改定日： 2021年4月1日

代表取締役

　　私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。

制定日： 2021年4月1日

　光設計株式会社は、水の総合コンサルタントとして、昭和41年の創業以来、上下水道、工業用水および
農業用水など生活の基盤となる水の安定供給を目指し業務に取り組んでおります。
　近年、地球温暖化に伴う気候変動、都市化の進展等の影響により、水循環の健全性が損なわれている
状況にあります。安定取水の確保と公共用水域の水質保全が可能となるように環境負荷を軽減し、
水循環の健全性の確保に努めます。

環境経営方針

   光設計株式会社は、建設コンサルタントとしての事業活動を行う上で、環境負荷の低減や環境に配慮した
活動を適切に取り組むことは社会的責務であると考えています。当社では、この責務を全うするために、自
主的・積極的に環境への取り組みを推進します。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

光設計株式会社
代表取締役社長　大櫛 博之

（２） 所在地
本　　　社 徳島市川内町平石住吉１８９番地２
鳴門営業所 徳島県鳴門市撫養町岡崎字二等道路西48-2
吉野川営業所 徳島県吉野川市鴨島町飯尾550-210
小松島営業所 徳島県小松島市小松島町房浜74-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 取締役 矢野　幹雄 TEL：088-665-6211
担当者 総務部 坂東　真衣 TEL：088-665-6211

（４） 事業内容
土木・農業土木の調査・測量・計画・設計及び技術管理業務

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4月1日～3月31日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 光設計株式会社

対象事業所： 本　　　社
鳴門営業所
吉野川営業所
小松島営業所

対象外： なし

活動： 土木・農業土木の調査・測量・計画・設計及び技術管理業務

□事業や製品（商品）の紹介

【当社が設計した水道施設（配水池）】

本　　　社 鳴門営業所 吉野川営業所 小松島営業所 合計
12 無人 無人 無人 12

登録事業名 登録番号
建設コンサルタント 建03第7306号

測量業 (9)-11816号

1億5千

602 602

2023年5月30日
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日： 2021年10月1日
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□主な環境負荷の実績

kg-CO2

kg

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

○

〇

〇

〇

〇

○

○

○

行動目標（次項による）

4

基準年度比 2020年 100% 100% 100% 100%

職場環境の把握 回 4 4 4 4

4

基準年度比 2020年 100% 100% 100% 100%

環境に配慮した計画設
計の提案推進

回 4 4 4 4

46

基準年度比 2020年 103% 130% 104% 105%

グリーン購入の推進 品 44 45 57 46

59

基準年度比 2020年 98% 31% 97% 96%

紙の削減 箱 61 59 19 59

2020年 98% 60% 97% 96%

98% 53% 97% 96%

水道水の削減 229 224 138 222

27,055

一般廃棄物の削減
kg 2,970 2,913 1,576 2,881 2,851

基準年度比 2020年

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 28,183 27,622 25,143 27,337

220

基準年度比

6,785

基準年度比 2020年 98% 68% 97% 96%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 7,068 6,927 4,814 6,856

20.71

基準年度比 2020年 98% 46% 97% 96%

98% 96% 97% 96%

LPGによる二酸化炭素削
減

kg-CO2 21.57 20.82 9.84 20.92

（目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 21,093 20,674 20,319 20,460 20,249

基準年度比 2020年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年 評
価

2023年 2024年

（基準年) （目標） （実績） （目標）

総排水量 183 138

0.54

一般廃棄物排出量 2,905 1,576

二酸化炭素総排出量 27470.7 25142.8

項　目 単位 2022年 2021年 2022年
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎110％以上、○90％以上110％未満、△50％以上90％未満、×50％未満

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

LPガスによる二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

348.19
168.03 118.84 247.28 240.72 177.49 189.65 179.10 129.96 233.74 162.00 104.02 124.07

4月 5月 6月 7月 8月

達成状況

3月
159.28 152.72 271.39 283.99 179.51 232.40 253.38 282.09 369.28

9月 10月 11月 12月 1月 2月
391.01 368.62

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 車輌におけるエコドライブの手順と法廷速度の厳守を徹底したた
め目標達成できた。次期においても、定期的なオイル交換・空気
圧点検等、安全点検を継続して実施していくものとする。このほ
か、燃料向上を目指してエコドライブの周知徹底にも力を入れて
いきたい。

エコドライブの実施 ○
適正な車輌整備の実施 ○
定期点検の実施 ◎

0.00 0.00 0.41 0.82 0.82 0.820.41 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
0.21 0.62 1.03 1.24 1.03 0.621.03 0.62 0.20 0.00 0.00 0.21
10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

数値目標 ○ 給湯器の使用を冬期のみと限定しているため、二酸化炭素排出量
を少量に抑えることができた。今後も使用は冬期のみとし、洗い
物はたまってから行い使用時間を短くしたり、給油温度を低めに
設定するなど、二酸化炭素排出量の削減に努める。

冬季以外は給湯の使用を控える ◎

2,620 4,232 4,076 4,045 2,704

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

4,244 4,014 3,518
2,180 1,861 2,867 3,751 4,214 3,449 1,980
3,412 1,645 2,546 3,899 3,353 2,589 2,324 2,919 3,761

定期的にエアコンの掃除を行っています

4月 5月 6月 7月 8月 3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

数値目標 ○ 目標を常に節電を意識し、無駄のないコピー機の使用や適宜消灯
等を全社で心がけているため、目標達成できた。エアコン設定温
度管理、定期的なフィルター掃除が効果的であった。引き続き空
調の適正化や適宜消灯等に努める。

不要照明の消灯 ◎
エアコン・室外機の簡易点検実施 ○
ノー残業デイの実施（毎週水曜日） △
空調温度の適正化 ◎

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

5,000

電力（kWh）

2021年 2022年

0.00

1.00

2.00

LPガス（kg）

2021年 2022年

0.00

500.00

ガソリン（L)

2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

水道水の削減

2021年

2022年

紙の削減

プリントミスによるコピー用紙をまとめ、裏紙等に再利用しています。

○
裏紙の使用 ◎
#REF! #REF!

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 印刷物の作成時には必要最小限の量になるよう考慮し、両面印刷
や裏紙活用を心がけたため目標を達成することができた。引き続
きこれまでの取組みを定着化させ、ミスプリントによる廃棄量を
減少させるように努める。

両面、集約等の機能を活用 ○
ペーパーレス化に取り組む ◎
印刷物を作成する際は残部が出ないように配慮する

12.0 17.0 18.5 18.5 17.0 17.0 16.0 16.0 14.0
13.5 13.5 10.5 10.5 9.5 9.512.0 12.0 12.0 12.0 11.5 11.5

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 2月
11.5 11.5

12月 1月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

#REF!

自動水栓を導入しました

3月
14.0

数値目標 ○ 今年度に洗面所の水栓４箇所を自動水栓に変更し、節水につな
がったため目標を達成できた。今後も節水の周知徹底を実施し、
全社員の節水意識向上を図っていく。

手洗い時、洗い物においては日常的に節水を励行 ○
自動水栓を導入した ◎
#REF! #REF!
#REF!

210 186 180 169 422 160 258 219 254
83 126 147 320 96 117195 106 26 131 144 85

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 2月
169 177

12月 1月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

社員それぞれマイカップを使用しています。

3月
516

数値目標 ○ 目標を達成することができた。引き続き省資源化を意識し、詰め
替え可能製品を利用したり、マイカップ、マイ水筒の利用を全社
で周知し、一般廃棄物の削減に努める。

分別廃棄の徹底 ○
詰め替え可能な商品の購入を推進 ◎
整理・整頓・清掃活動の実施 ○

0.0

10.0

20.0

水道水（ ）

2021年 2022年

0
200
400
600

一般廃棄物（kg）

2021年 2022年
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グリーン購入の推進

環境に配慮した計画設計の提案推進

3ヶ月に１度、環境に配慮した計画設計の
提案推進会議を実施しています。

職場環境の把握

取組紹介欄

職場環境の改善を図る目的で、意見箱を設置しています。

はぐくみ支援企業に認証されました。

達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 目標達成できた。ひとりひとりが気持ちよく仕事に取り組めるよ
うに考えていくことが大切だと感じた。次年度も今の職場環境が
適切かどうかを継続的に考えるよう努めたい。

働きやすい組織体制の構築 ○
働き方について定期的に会議する ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 目標達成できた。水道事業における環境負荷を正しく理解し、今
後の対策について理解を深めることができた。次年度も設計業務
において環境を考慮していくよう努めたい。

環境に配慮した計画設計の提案推進会議の実施 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 購入前に必要か検討し、購入時には環境負荷ができるだけ小さい
ものを選ぶ事を意識していたため、目標達成できた。次年度も使
う際に長く使える商品を検討したり、使い終わったらごみが少な
くなるものを選ぶなど継続して意識していきたい。

事務用品グリーン購入比率向上 ○

適切な管種を選定し、漏水防止を図る ○
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

特定特殊自動車排出ガスの規制等に
関する法律

基準適合機械の使用、点検整備の実施により排出ガス性能の維持、適正燃料の使用

浄化槽法

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律（一般廃棄物） ゴミ分別排出の実施

廃棄物の処理及び清掃に関する
法律（産業廃棄物）

委託契約の締結、許可証の確認

家電リサイクル法

フロン排出抑制法

特定家庭用機器（エアコン、TV、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣服乾燥器）の適正処分

第一種特定製品の適正な運用（定期点検及び簡易点検の実施・記録・廃棄）

浄化槽の適正な運用（保守点検・清掃・法定点検の実施など）

道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限

道路交通法 車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

グリーン購入法 可能な限りの環境物品の選択
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

環境経営方針 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 変更なし □ 変更あり
実施体制 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

年3回会社周辺の清掃活動を実施しています。
近隣企業とのコミュニケーションの活性化を
図りながら「社会・環境への貢献」「周辺
地域の美化」を目的として取り組んでいます。

  エコアクション２１の取り組みを始めて２年目になりますが、前年度の反省を活か
して活動した結果、全ての項目において目標達成することができました。
　社員全員がエコアクション活動に基づく地道な努力をした結果だと評価していま
す。
　次年度は現状の取り組みを継続しつつ、ひとりひとりが削減に向けて創意工夫を重
ね、環境経営活動に取り組んでいきたいです。

2023年5月30日
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